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Abstract
 The purpose of this paper is to discuss what Japanese spirituality is. Most Japanese 
people frequently visit temples and/or shrines, although they consider themselves as 
“irreligious” or “having no interest in religion”. I try to investigate what these attitudes 
mean. Firstly, using the results of the surveys of religious consciousness, I analyze the 
religious behavior of Japanese people. Secondly, in the Meiji and Taisho periods, 
Japanese people translated the English word “religion” as Shūkyō(宗教). I discuss the 
infl uence of this translation upon the Japanese mind. Finally, focusing on some 
representative works on religion of modern Japan, especially Ryūnosuke Akutagawa’s 
The Smile of the Gods and Daisetz T. Suzuki’s Japanese Spirituality, I inquire into Japanese 
spirituality. As a result of these analyses, I conclude that the basis of the thought of 
Japanese spirituality consists in Buddhism, which has been “re-created” as a new 



















　日本では毎年のべ 9000 万人以上が初詣7）のために寺社を訪れており、2013 年の三ヶ日だけで
も、 明治神宮には約 313 万人、 成田山新勝寺には約 300 万人もの参拝者が訪れている8）。また、
成田山新勝寺は 1 年間に約 1300 万もの人によって参拝されており9）、 この数はヴァチカンの約
660 万人10）や、メッカの約 200 万人11）を上回っている。
　初詣を含めた日本における宗教的年中行事の実施率は、小谷みどり（2007）によれば、以下の
ようになっている12）。
宗教行事 初詣 バレンタイン 花祭り お彼岸 お盆 クリスマス
割合 76.4％ 35.1％ 2.6％ 61.8％ 74.0％ 63.2％
 （小谷みどり（2007）図表 1　年中行事の実施率〈複数回答〉p.6 参照）
　この調査結果から、初詣、お彼岸、お盆、クリスマスは半数以上の人によって行われており、
多くの宗教的年中行事が日本に定着していることがわかる13）。

























年度 1973 1978 1983 1988 1993 1998 2003 2008 2013
割合 30.4％ 23.9％ 23.3％ 25.8％ 24.3％ 29.5％ 25.6％ 23.5％ 25.9％
 （NHK 放送文化研究所（2014）「第 9 回「日本人の意識」調査（2013）結果の概要」p.15）















































　一方、西欧で使用される religion はラテン語の名詞 religio27）をもとにしている。この religio の










辞 re-（再び）と動詞の legere（集める、つまむ、選ぶ、読むなど）30）からなる relegere（再び集め
る、再読するなど）31）だとしている。一方、セルウィウス32）、ラクタンティウス33）、アウグスティ
ヌス34）は接頭辞 re-（再び）と動詞の ligare（結びつける）35）からなる religare（きつく縛る）36）を
religio の語源だと考えている。つまり、 religio という言葉の語源は relegere が意味する「再読な
どの動作」から、「（宗教的な）儀式、慣習」という意味で使用されるようになったと解釈するか、
もしくは、religare の「きつく縛る」という動作から「神と人を結びつける」という意味で使用さ
れるようになったと解釈される37）。したがって、 religion の語源が 2 説のいずれであったとして
も、西欧文化の概念、もしくは、神という観念が付随しているのである。
3．3．religion が日本人に与えた影響
　普段、我々が使用している “宗教” という言葉は “神道・仏教・キリスト教などを含めた概念”
であり、 “religion” もオックスフォード英語辞典38）によれば “The belief in and worship of a 
superhuman controlling power, especially a person God or gods: ‘ ideas about the relationship 

















































































　鈴木大拙は An Introduction to Zen Buddhism や Zen and Japanese Culture など禅に関する著作
を海外に向けて発信した近代を代表する仏教学者である。また、 鈴木大拙は “霊性” という言葉







































































































nāvaramātrakeṇa śāriputra kuśalamūlenāmitāyuṣas tathāgatasya buddhakṣetre sattvā 













































西賢太（2002） pp.124‒127 参照。）本稿の目的は “宗教” という言葉・概念が日本人に与え
た影響、および、近代日本人の仏教観・宗教観を考察することにあり、スピリチュアル・スピ
リチュアリティという術語を上記のような広範な意味で使用する意図はない。それゆえ、
“spirituality ” という言葉を “霊性” と翻訳した鈴木大拙の考えに従い、 “スピリチュアリティ”
を “宗教意識”・“個別の宗教を宗教たらしめているはたらき” として使用する。（鈴木大拙（1972）
p.17 参照）
















 6） 岩井洋（2004）p.79、および、島田裕巳（2009）p.25 参照。





 8） MAPPLE 観光ガイド「おすすめ初詣スポット」2014 参照。
 （http://www.mapple.net/sp_newyear/ranking_01.asp）
 9） 中山和久（2006）p.396 参照。
10） CNN Money の “Vatican tourism triples for new Pope”（January 3, 2014）という記事によ




宗教行事 節分 ひな祭り お彼岸 端午の節句 七夕 月見 なし


















20） 磯前順一（2003）によれば religion という言葉がはじめて翻訳されたのは日米修好通商条約
においてであり、その際は religion を宗旨などと訳していたとされる。（p.33）また、宗教と
いう訳語が使用された初期の例として、 明治元年（1868）アメリカ公使によるキリシタン禁
止の高札に対する抗議書、 明治 2 年（1869）に北ドイツ連邦と締結した通商条約、 明治 5 年
（1872）の島地黙雷の「三条教則批判建白書」などがあるとしている。（pp.34‒35）
　 　この他、石井研士（2002）によれば「日本の「宗教」が〈宗教〉を表すようになったのは、
















24） 望月信亨（1960）『望月仏教大辞典』 pp.2201‒2202、 および、 中村元（2001）『広説仏教語
大辞典』pp.755‒756、【宗】の項目を参照。
25） 望月信亨（1960）『望月仏教大辞典』 p.559、 および、 中村元（2001）『広説仏教語大辞典』
p.279、【教】の項目を参照。






27） 英語の “religion” の語源は Oxford Dictionaries によれば次のようになっている。
 Middle English （originally in the sense ‘ life under monastic vows ’）: from Old French, or 
from Latin religio （n-） ‘obligation, bond, reverence’, perhaps based on Latin religare ‘ to 
bind’. （http://www.oxforddictionaries.com/defi nition/english/religion）
28） 石井研士（2002）p.24 参照。この他、Online Etymology Dictionary は religion の語源として
“religiens ”（注意する）の可能性があることに言及している。しかし、 本稿は religion の言語
学的な考察を主眼に置いておらず、また、紙幅に制限があることからここでは扱わなかった。
 （http://www.etymonline.com/index.php?allowed_in_frame=0&search=religion）
29） Marcus Tullius Cicero（106BC‒43BC）共和制ローマ時代の哲学者、政治家、文筆家。
30） A Latin Dictionary、lego（pp.1047‒1048）参照。
31） A Latin Dictionary、relego（p.1555）参照。
32） Maurus Servius Honoratus（4 世紀後半から 5 世紀前半）文法学者。
33） Lucius Caecilius Firmianus Lactantinus（240頃‒320年頃）コンスタンティヌス 1世の家庭教師、
助言者。
34） Aurelius Augustinus（354‒430）ヒッポのアウグスティヌス、古代キリスト教の神学者。
35） A Latin Dictionary、ligo（pp.1064‒1065）参照。
36） A Latin Dictionary、religo（p.1577）参照。
37） 石井研士（2002）p.24 参照。また、A Latin Dictionary における religio の解説は以下のように
なっている。（pp.1556‒1557）
 “Concerning the etymology of this word, various opinions were prevalent among the 
ancients. Cicero （N. D. 2, 28, 72） derives it from relegere, an etymology favored by the verse 
cited ap. Gell. 4,9,1, religentem esse oportet, religiosum nefas; whereas Servius （ad Verg. A. 8, 
349）, Lactantius （4, 28）, Augustine （Retract. 1, 13）, al., assume religare as the primitive, 
and for this derivation Lactantius cites the expression of Lucretius （1, 931; 4, 7）: religionum 
nodis animos exsolvere.


















































































79） sacen me bhagavan bodhiprāptasyāprameyāsaṃkhyeyeṣu buddhakṣetreṣu ye sattvā mama 
nāmadheyaṃ śrutvā tatra buddhakṣetre cittaṃ preṣayeyur upapattaye kuśalamūlāni 
ca pariṇāmayeyus te ca tatra buddhakṣetre nopapadyerann antaśo daśabhiś 
cittotpādaparivartaiḥ sthāpayitvānantaryakāriṇaḥ saddharmapratikṣepāvaraṇāvṛtāṃś ca 
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